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、
学生＞インターネットで資料を探すのに時間がかかってしまい，ほとんどできませんでし
た。
必ず，完成させて再提出します。すぶません。
先生＞めげずにがんばりましょう。グラフ無し。
学生＞完成したので提出いたします。採点よろしくお願いします。遅れて，すゑませんで
した。
先生＞お疲れ様でした。この調子でがんばりましょう。自筆グラフ説明文（量有り)。グ
ラフ１と２は同じことを言っているのでどちらかにした方が良いでしょう。グラフ２を
見るとアメリカは35％でなく，５０％を超えているように見えます。
学生＞参照したＵＲＬを載せ忘れていたので，付け足しました。何度も申し訳ないです。
先生＞確認しました。出展を明記するのは重要です。ＵＲＬを右クリックしてハイバーリ
ンクを設定するとより便利かも知れません。
スキルに合った指摘が効果的に行われていることが分かると思われる。
次に学生の本音が聞ける例を示す。
学生＞難しすぎて１時間では終わらない。途中までしかできなかったです。課題にかけ
る時間が短すぎると思います。もう少し簡単な課題にして欲しい。
先生＞多少背伸びをさせるつもりが，だいぶ背伸び？ジャンプさせてしまったかも知れま
せん。多少調整する予定ですので，めげずにがんばりましょう。２系列グラフ無し。（学
生が課題を更新した）
先生＞お疲れ様でした。グラフ１では「人口減少の傾向」はわかりません。人口が少な
いことはわかります。グラフ２で世帯あたりの人口が万人単位のメモリではわからなく
なってしまいます。グラフを別にするか，右側に１人単位の別メモリ（これはテクニッ
クとしては上級者レベル。４セット目でやるかも｡）を作成すると良いと思います。
本音を聞いて，まず，モチベーションを下げないよう学生のコメントに対する説明を行っ
た。授業の速度調整は難しいと言われているが，学生の本音が授業毎に聞けるので，的確な調
整の指標として非常に役立っている。
－６２－
Jenzabarの効果的な利用法の一案などについて
案善5．改
ここでは指摘した改善要望の一部に対する仕様変更案を示したい。
5.｜バグレポートシステム
課題に対するコメント，ファイル提出日時の表示の仕方の工夫の一案を示す。
ソフトウェアの開発段階で使用されるバグレポートシステムの仕様を採用すると効果的と思
われる。バグレポートシステムでは通常，一度，入力したものは書き替えできず，入力日時は
明記され，時系列１１頂に履歴として表示される。本システムの仕様として最適と思われる。現状
では学生はコメントをいつでも書換えることができる。操作の初心老ゆえ，書換えの途中で間
違えて消してしまうという事故も起こっている。ファイルについても同様である。以下のよう
な履歴を残すようにすれば，学生の書換えタイミングなどが分かり，さらに初心者のミスのパ
ターンなども推測できる可能性が有り，非常に有効であると考えている。
[2004/11/２７１５：００ｺ追加01.ppt
[2004/11/２７１５：００］学生
もう少しアレンジしたいんですがやり方がわかりません。
教えてください。
[2004/11/２９２３：００］先生
前回の授業の資料のＵＲＬを参照してふて下さい。
[2004/12/０１１４：５４］追加02.ppt
[2004/12/０１１５：２８］削除02.ppt
[2004/12/０１１５：３０］追加02ｐｐｔ
[2004/12/０１１５：３０］学生
終わりました。
[2004/12/０２１０：００］先生
お疲れ様でした。
I且
6３
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6．まとめ
本文書は報告書の色合いが濃いので特にまとめは無いが，今年5もJenzabarシステムを使
用し，授業にさらなる工夫を施している。また報告できる機会があれば報告したい｡
7．謝 辞
助言を頂いた先生方，ＩＴサポートルームの方，その他，本システムの導入，運用などに携
わった方々に感謝致します。
5執筆時点：2005年４月～７月
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